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手 こ ぎ 漁 舟 の 研 究―I
カ ヌ ー の 一 例 に つ い て
柴 田 恵 司 ・真 野 季 弘 ・高 山 久 明
Studies on Rowing Boat for Fisheries—I 
A canoe from Solomon Is.
Keishi SHIBATA, Suehiro MANO and Hisaaki TAKAYAMA
 A canoe which was given at Turagi, British Solomon Is., was made by hand with a single 
wooden trunk showing a common profile around the tropical Pacific. 
 The canoe is 362cm in length, 46.2cm in breadth, 27.1cm in depth and 43kgrms in dry 
weight. The metacentric height (GM) of it was given as 6.6cm after an inclining experiment 
in a fish pond and also the height of the gravity center for human body of 168cm tall weighting 
 70kgrns in rowing aspect was assumed to be 25cm after a test as above. 
 A series of measurements was carried out on the hull body for drawing hull line. And after 
thickness measurements around the hull, it was found that the thickness was about 5cm 
above the keel and about 1 to 2cm at the top of the each side. 
 Some calculations and considerations based on the above measurements were made on 
the static stability of the canoe: 
i) The metacentric height would be largely affected even by minimal change of the rowing 
aspect of a paddle man. 
ii) The righting lever (GZ) would be greatly reduced when only a paddle-man of 70kgrms 
is on board.
1975年11月,英 領Solomon群 島,Turagiに おいて,
現地 で海上交通 および漁業 に用 いられていた単殻構造
の 「カヌー」1隻 を入手 した。本艇は,太 平洋熱帯域
全般 におけ る 「カヌー」 の平均的 な外形を持 ってお り,
古 い沖縄の くり舟 もこれ とよ く似て いる。
購入後,学 生 らに試乗 させた際,橈 走 はおろか船体
の安定 を保つ ことす ら困難で あり,船 体の復原性 が極
めて悪 いと想像 された。そこで,本 艇の静的復原性 を
数的に明 らかにす るため,船 型計測 および重心査定 を
実施 し,静 的復原 力に関する考察 を行ない,「 カヌー」
が不安定 になるのは船体そのものの復原性 より,む し
ろ排水量が小 さいため漕 ぎ手の体重,重 心 が復原力に
大 きく影響す るため と考 えた。
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Condition 1ight load full　load
Displacement，　kg
Draft，　cm
Free　board，　cm
Height　of　buoyancy，　cm
Height　of　metacenter　in　cm
Metacentric　height，　cm
Height　of　gravity　center，　cm
Submarging　angle　of
　　　bullwork　top
（D　／W）
（d）
（f）
（KB）
（KM）
（GM）
（KG）
60
11．　0
16．　1
7．　2
20．　6
6．　6
14．　0
430
130
17．　6
　9．　5
11．　1
20．　5
　0．　65　＊
19．　83　＊
27．　4e
3．34＊＊
17．14＊＊
160
20．　2
　6．　9
12．　6
20．　6
　1．　56　＊　3．75　＊＊
19．　01　＊　16　．87　＊＊
20．　2e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
；The　height　of　gravity　center，　kg，　of　common　paddle　man　of　168cm　tall　and　70kg　in　weight　is　assumed　to　be
　25cm．
　　　　
　：kg　for　a　skillfull　paddle　man　with　above　conditions，　20cm．
　Load　condition　：　D／W＝60十70kg　KG！＝（60　x　13．98十70　x　kg）／（60十70）cm
　Full　load　cond．：　D／W＝60十70十30　KG！＝（60　x　13．98・十70　x　kg十30　x　15）／（60十70十30）where，　haggage
　　　　　　　　　　weight　is　30kg．
　本表によれば，人を搭載した場合乾舷が著しく小さ
くなる。このことは海水流入角を著しく小さくしてい
る。また本表の下方に示すごとく，稼動状態とは60kg
重量の本艇に体重70kg，重心高さ咤＝25cmの人を搭載
したとき（＊印）お・よび同じ条件でkg＝20cmとした場
合（＊＊印）であり，満載状態とは更に重量30kg，重
心高さ15cmの荷重を加えた場合である。
　この人のkgにおける20と25cmの差は，既に述べた人
の重心測定（Table　1）において，同様な「カヌー」を
漕ぐ場合に近い姿勢でも背中を充分伸した姿勢で30
cm，背中を丸めたり，頭を下げたりした姿勢で25cm以
下であったためである。すなわち後者の場合熟練者が
とる姿勢と考えた。尚此の点については今後更に検討
したい。
　本町によれば同一人物でも僅かに姿勢を変えるだけ
でも，重心位置が，約3cmも変り得ることが明らかで
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ある。
　また，人を搭載した場合，未熟練者ならばGMがほ
とんど中立に近い釣合いを示し，可成り不安定状態と
言える。これに加えて本艇を澆で漕ぐ動作を椌面で水
を圧する力も生ずるので艇の安定を保つのには相当の
熟練を要するものと想像される。
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Fig．　9　Static　stability　curve　in　various　conditions；
　　　　1）　light　condition　（D／W＝＝60　k　grms），
　　　　2）　load　condition　（130　k　grms），　and
　　　　3）　full　load　condition　（160　k　grms）．
　　　　Numerals　represent　the　conditions　when
　　　　the　height　of　gravity　center　of　a　paddle
　　　　man　20　cm　or　25　cm・
　一方，以上の結果を綜合して，静的復原力曲線を作
製しFig．9に示した。この図において，縦軸は復原て
こ，横軸は傾斜角を示す。また海水流入角を超えると
直ちに復原力を失うものとして，この角を限界として
示した。
　また搭載すべき人の重量が，船体の自重より大きい
ので，人の重量と重心が復原性を大きく劣化させるこ
とおよび，乗艇した人の姿勢の変化すら復原力に影響
を与えることを本図でも明らかに指摘される。
ま　　と　　め
　本研究に用いた「カヌー」は漕手が乗った場合，漕
手の姿勢によってさえGMが約3cmも変り，最悪の場
合，静的復原性は，ほとんど中立に近い釣合いになる。
従ってその「カヌー」の復原1生は漕手の熟練した体重
配置のみに依存しているといっても過言でばない。
　伝馬船と較べて復原性が著しく劣る「カヌー」のよ
うな船型が現存していることは，
i）船体自重に作業上の制限があること。
ii）使用海面が平水状態であること。
iii）周年高い水温を示す海域であるから，我国の場合
　　程転覆した際，人が海上に投出された場合でもさ
　　ほど危険視されていないことによるものと考える。
　本研究にあたり，　「カヌー」の輸送に協力された鶴
洋丸乗組員各位，ならびに購入の際お世話を頂いた大
洋漁業ツラギ駐在員各位に深く感謝する。なお本研究
に用いた「カヌー」および人体の重心に関する資料は，
本学4年次生蓮香・前城両君の資料を使用させて頂
いた。
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